
亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例施行規則の 一 部 を

改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

令 和 元 年 ６ 月 １ ７ 日  

亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

亀 山 市 規 則 第 ６ 号  

 

亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例施行規則の 一

部 を 改 正 す る 規 則  

 

 亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例施行規則（平成２２

年 亀 山 市 規 則 第 ２ ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ７ 条 を 第 １ ４ 条 と す る 。  

第 ６ 条 第 １ 項 中 「 第 ９ 条 」 を 「 第 １ ５ 条 」 に 改 め 、 同 条 を 第 １ ３

条 と す る 。  

第 ５ 条 第 ３ 号 中 「 、 喫 煙 し 」 を 削 り 、 同 条 を 第 １ ２ 条 と し 、 同 条

の 前 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

（ 使 用 料 の 免 除 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 条 例 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ り 、 次 に 掲 げ る 場 合 に

お い て は 、 条 例 別 表 第 ２ に 掲 げ る 使 用 料 を 徴 収 し な い 。  

（ １ ） 市 が 主 催 す る 事 業 に 使 用 す る と き 。  

（ ２ ） 関 宿 の 歴 史 文 化 の 保 存 及 び 伝 承 並 び に 町 並 み 保 存 に 関 係 す る

団 体 が 使 用 す る と き 。  

（ ３ ） そ の 他 市 長 が 特 に 必 要 で あ る と 認 め る と き 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 使 用 料 の 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 ４ 条

の 規 定 に よ る 申 請 の 際 に 、 資 料 館 時 間 外 使 用 許 可 申 請 書 （ 様 式 第

１ 号 ） に そ の 旨 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 使 用 料 の 還 付 ）  

第 １ １ 条  市 長 は 、 条 例 第 １ １ 条 た だ し 書 の 規 定 に よ り 、 既 納 の 使

用 料 の う ち 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 掲

げ る 額 を 還 付 す る も の と す る 。  



（ １ ） 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により、

使 用 が で き な か っ た と き  全 額  

（ ２ ） 使 用 者 が 、 使 用 日 の １ ５ 日 前 ま で に 第 ７ 条 の 規 定 に よ る 届 出

を し た と き  半 額  

（ ３ ） 使 用 者 が 、 使 用 の 変 更 の 許 可 を 受 け た 場 合 に お い て 、 既 納 の

使 用 料 の 額 が 変 更 後 の 使 用 料 の 額 を 超 え る と き  当 該 超 え る 額  

２  使 用 料 の 還 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 資 料 館 時 間 外 使 用 料 還 付

請 求 書 （ 様 式 第 ７ 号 ） に 必 要 な 書 類 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。  

第 ４ 条 中 「 第 ６ 条 」 を 「 第 １ ０ 条 」 に 、 「 別 表 」 を 「 別 表 第 １ 」

に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中 「 必 要 」 を 「 特 に 必 要 で あ る 」 に 改 め 、 同 条

を 第 ９ 条 と す る 。  

第 ３ 条 の 次 に 次 の ５ 条 を 加 え る 。  

（ 時 間 外 使 用 の 許 可 申 請 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ５ 条 第 ２ 項 前 段 の 規 定 に よ り 時 間 外 使 用 の 許 可 を 受

け よ う と す る 者 は 、 時 間 外 使 用 を す る 日 （ 以 下 「 使 用 日 」 と い

う。）の６月前から７日前までに資料館時間外使用許可申請書（様

式 第 １ 号 ） を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 時 間 外 使 用 の 許 可 等 ）  

第 ５ 条  市 長 は 、 前 条 の 申 請 書 を 受 理 し た 場 合 は 、 そ の 内 容 を 審 査

し 、 適 当 と 認 め た と き は 、 申 請 者 に 資 料 館 時 間 外 使 用 許 可 書 （ 様

式第２号。以下「使用許可書」という。）を交付するものとする。 

２  前項の規定により時間外使用の許可を受けた者（以下「使用者」

と い う 。 ） は 、 使 用 の 際 、 使 用 許 可 書 を 職 員 に 提 示 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ 許 可 事 項 の 変 更 ）  

第 ６ 条  使 用 者 は 、 条 例 第 ５ 条 第 ２ 項 後 段 の 規 定 に よ り 許 可 を 受 け

た 事 項 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 資 料 館 時 間 外 使 用 変 更 許 可 申

請 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に 使 用 許 可 書 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。  



２  市 長 は 、 前 項 の 申 請 書 を 受 理 し た 場 合 は 、 そ の 内 容 を 審 査 し 、

適 当 と 認 め た と き は 、 申 請 者 に 資 料 館 時 間 外 使 用 変 更 許 可 書 （ 様

式 第 ４ 号 ） を 交 付 す る も の と す る 。  

（ 時 間 外 使 用 の 許 可 の 取 下 げ ）  

第 ７ 条  使 用 者 は 、 時 間 外 使 用 を 必 要 と し な く な っ た と き は 、 資 料

館 時 間 外 使 用 許 可 申 請 取 下 届 （ 様 式 第 ５ 号 ） に 使 用 許 可 書 又 は 資

料 館 時 間 外 使 用 変 更 許 可 書 を 添 え て 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な

い 。  

（ 時 間 外 使 用 の 許 可 の 取 消 し 、 時 間 外 使 用 の 中 止 命 令 及 び 許 可 事

項 変 更 の 通 知 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 時 間 外 使 用 の 許 可

を 取 り 消 し 、 時 間 外 使 用 の 中 止 を 命 じ 、 又 は 許 可 し た 事 項 を 変 更

す る 場 合 は 、 資 料 館 時 間 外 使 用 許 可 取 消 通 知 ・ 時 間 外 使 用 中 止 命

令 ・ 許 可 事 項 変 更 通 知 書 （ 様 式 第 ６ 号 ） に よ り 通 知 す る も の と す

る 。 た だ し 、 緊 急 を 要 す る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

附 則 の 次 に 次 の ７ 様 式 を 加 え る 。  

 



様式第１号（ 第４条関係）

資料館時間外使用許可申請書

亀山市長 様

申請者 住 所

団体名

氏 名 印

電 話

資料館を時間外使用したいので、亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例第５条第２項の規定

により、下記のとおり申請します。

記

申請年月日 年 月 日

施 設 名 関の山車会館 離れ ・ 関の山車会館 集会室

催物の名称

使 用 目 的

及 び 内 容

使用年月日

年 月 日( )から

( )日間

年 月 日( )まで

時 分から

時 分まで

使用予定人員 人 冷暖房の使用 有 ・ 無

附属物品の使用 有 ・ 無 特別の設備 有 ・ 無

施設の変更 有 ・ 無 器具の持ち込み 有 ・ 無

会場責任者

【 氏名】 【 電話番号】

使用料の免除 有 （ 理由 ） ・ 無

備 考 １ 使用申し込みは６月前から７日前までに行うこと。

２ 仕様変更許可申請をする場合は、変更前の許可書を添付すること。

(注) 資料館時間外使用の諸条件を遵守してください。



様式第２号（ 第５条関係）

資料館時間外使用許可書

様

亀山市長 印

年 月 日付けで申請のありました資料館の時間外使用について、亀山市

関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例第５条第２項の規定により、下記のとおり許可し

ます。

記

申請年月日 年 月 日 許 可 番 号 号

施 設 名 関の山車会館 離れ ・ 関の山車会館 集会室

催物の名称

使 用 目 的

及 び 内 容

使用年月日

年 月 日( )から

( )日間

年 月 日( )まで

時 分から

時 分まで

使用予定人員 人 冷暖房の使用 有 ・ 無

附属物品の使用 有 ・ 無 特 別 の 設 備 有 ・ 無

施設の変更 有 ・ 無 器具の持ち込み 有 ・ 無

会場責任者
【 氏名】 【 電話番号】

使 用 料 金 円 ・ 免除（ 第１０条第１項第 号に該当）

※資料館時間外使用の諸条件を遵守すること。

備 考 本書は使用中必ず責任者が持参し、職員から指示があれば提示してく ださい。



様式第3号(第6条関係)

資料館時間外使用変更許可申請書

亀山市長 様

申請者 住 所

団体名

氏 名 印

電 話

資料館の時間外使用について、許可を受けた事項を変更したいので、亀山市関宿伝統的

建造物群保存地区資料館条例第5条第2項の規定により、下記のとおり申請します。

記

変更申請年月日 年 月 日

許可年月日 年 月 日 許 可 番 号 号

施 設 名 関の山車会館 離れ ・ 関の山車会館 集会室

変 更 内 容

変 更 理 由

変更前使用料金 変更後使用料金 還付・ 追徴金額

円 円 円

備 考

(注) 資料館時間外使用の諸条件を遵守してください。



様式第４号(第６条関係)

資料館時間外使用変更許可書

様

亀山市長 印

年 月 日付けで申請のありました資料館の時間外使用許可の変更につい

て亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例第５条第２項の規定により、下記のとお

り許可します。

記

変更申請年月日 年 月 日 変更許可番号 号

許可年月日 年 月 日 許 可 番 号 号

施 設 名 関の山車会館 離れ ・ 関の山車会館 集会室

変 更 内 容

変 更 理 由

変更前使用料金 変更後使用料金 還付・ 追徴金額

円 円 円

※資料館使用の諸条件を遵守してください。

備 考 本書には、変更前の時間外使用許可書を添付すること。



様式第５号（ 第７条関係）

資料館時間外使用許可申請取下届

年 月 日

亀山市長 様

届出者 住 所

団体名

氏 名 印

電 話

年 月 日付け資料館時間外使用許可申請を取り下げたいので、亀山市関

宿伝統的建造物群保存地区資料館条例施行規則第７条の規定により、資料館時間外使用許

可書（ 資料館時間外使用変更許可書） を添えて届け出ます。



様式第６号(第８条関係)

資料館

時間外使用許可取消通知

時間外使用中止命令

許可事項変更通知

書

年 月 日

様

亀山市長 印

亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例第８条の規定により、

時間外使用の許可を取り消します。

時間外使用の中止を命じます。

許可した事項を変更します。

記

許 可 年 月 日 年 月 日 許 可 番 号 号

理 由

使用許可変更事項



様式第７号（ 第１１条関係）

資料館時間外使用料還付請求書

年 月 日

亀山市長 様

申請者 住 所

団体名

氏 名 印

電 話

亀山市関宿伝統的建造物群保存地区資料館条例施行規則第１１条第１項の規定により、

下記のとおり時間外使用料金の還付を請求します。

記

還付請求の理由

１ 災害その他の事由による未利用

（ 第１号に該当）
全 額

２ 使用１５日前までの使用取下げ

（ 第２号に該当）
半 額

３ 使用変更による使用料金の超過既納

（ 第３号に該当）
超過額

請求の起因となる事項

使 用 日 時 使 用 場 所 使 用 内 容

年 月 日から

年 月 日まで

既 納 使 用 料 金 変 更 使 用 料 金 その他

使用料金還付請求額 円



附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


